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スマートインターチェンジ位置図

スマートＩＣは、高速道路の本線やサービスエリアを利用し乗
り降りができるように設置されるＥＴＣ専用のインターチェンジ
です。簡易な料金所の設置で済み、料金徴収員が不要なた
め従来のインターチェンジに比べて建設・管理コストの縮減
が可能であるというメリットがあります。

【スマートＩＣとは】
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静岡SAスマートICの設置により期待される整備効果

①広域交通網へのアクセス向上（２０分圏域拡大）

静岡ＳＡスマートICの整備により、高速道路ICの
20分圏域人口が86万6千人から87万3千人へと増加（+7千人）する。
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凡 例

現況の20分圏域（H17）

新東名供用後の20分圏域

スマートIC整備後の20分圏域
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静岡市

目的地：
静岡赤十字病院
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スマートIC整備

39分

（33分分短縮）
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（第三次救急医療施設）

静岡SAスマートICの設置により期待される整備効果
②志太榛原中山間地域の救急医療サービスの向上

スマートIC以西の新東名沿線地域から静岡市内の３次救急医療施設までの所要時間が短縮！

 旧川根町から静岡赤十字病院までは3分短縮。

 同病院の30分圏域が拡
大し、圏域人口は1,200人
の増加！

旧川根町から静岡赤十字病院までの所要時間

静岡赤十字病院の30分圏域

旧川根町役場

凡 例

スマートIC未整備の
30分圏域

スマートIC整備の
30分圏域
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①心臓停止後約 33分で死亡率5050％

②呼吸停止後約1010分で死亡率5050％

③多量出血後約3030分で死亡率5050％

数分の搬送時間の数分の搬送時間の
違いが死亡率に影響違いが死亡率に影響

金谷金谷ICIC
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◎新東名静岡SAスマートICを介した
物資等の輸送が可能な世帯数

・藁科川筋の地域（ ）

■東海地震等大規模災害時の新東名静岡SAスマートICを介した物資等の輸送

・市中心部からの緊急援助物資等の搬送が遅滞する場合、新東名静岡SAスマートICか
らの直接搬送により緊急援助の遅滞を回避。

③大規模災害への対応強化

静岡SAスマートICの設置により期待される整備効果

清水PA
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清水IC

［新東名静岡ＩＣ

［新東名伊佐布ＩＣ､清水ＩＣ
によるｶﾊﾞｰ］

大川地区
（370世帯）

玉川地区
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大河内地区
（273世帯）

賎機北地区
（272世帯）

両河内地区
（931世帯）

小島地区
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・藁科川筋の地域（ ）

＝約 ３，６００世帯

※新東名静岡ICによりｶﾊﾞｰされる安
倍川筋の地域 ＝約１０，６００世帯

広域物資拠点（草薙総合運動場）

緊急物資集積所（ヘリポートあり）

避難所

市外からの陸路輸送ルート

静岡SAｽﾏｰﾄICからの物資輸送がカバーされる中山間地域

新東名ＩＣからの物資輸送がカバーされる中山間地域

静岡SAｽﾏｰﾄICからの物資輸送ルート
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現東名清水IC

清沢地区
(430世帯）

服織西地区
(1,005世帯）

中藁科地区
(766世帯）

足久保地区
（1,141世帯）

松野地区
（417世帯）

賎機中地区
(527世帯)

南藁科地区
(1,034世帯）

島
（1,724世帯）
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（2,661世帯）



新

静岡SAスマートICの設置により期待される整備効果

・スマートIC整備により、新たな『新東名と静清ﾊﾞｲﾊﾟｽのﾈｯﾄﾜｰｸ』を構築。
④新たな道路ネットワーク構築による藁科川筋地域の利便性向上

藤枝市

新東名と静清ﾊﾞｲﾊﾟｽ
のﾈｯﾄﾜｰｸ構築

≪ネットワーク簡略図≫
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安倍川、藁科川渡河部の
交通が円滑化
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藁科川筋地域では・・・
静清バイパスの４車線化と、スマートICから新東名高速の利用が可能になることにより、東西方向に

はやく・快適に移動できるルートの選択肢が増加

地域住民の利便性と企業の立地条件が格段に向上！

※現在、『渋滞要因の安倍川･藁科川渡河部』において静清ﾊﾞｲﾊﾟｽ4車線化等が進められており、市
中心部との連携強化も期待される。
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